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一

は
じ
め
に

唐
金
梅
所
（
一
六
七
五
〜
一
七
三
八
。
以
下
、
梅
所
と
略
す
。）
は
、
泉

州
の
大
商
人
な
が
ら
、
漢
詩
人
と
し
て
、
伊
藤
東
涯
・
新
井
白
石
・
雨
森
芳

洲
な
ど
の
日
本
の
文
人
た
ち
や
正
徳
度
・
享
保
度
の
朝
鮮
通
信
使
た
ち
と
幅

広
く
交
流
し
た
点
で
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。
梅
所
に
関
す
る
先
行
研
究
に

は
、
冠
豊
一
氏
・
堀
川
貴
司
氏
の
次
の
論
考
が
あ
る
。

○
冠
豊
一
「
新
井
白
石
と
唐
金
梅
所
」（『
日
本
歴
史
』
第
一
六
五
号
、
一

九
六
二
年
）・「
続
新
井
白
石
と
唐
金
梅
所
」（『
同
』
第
一
八
〇
号
、
一

九
六
三
年
）

○
堀
川
貴
司
「
唐
金
梅
所
と
李
東
郭
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
四
十
九

号
、
一
九
九
六
年
）

冠
氏
は
論
文
中
に
、
新
井
白
石
や
伊
藤
東
涯
な
ど
の
梅
所
へ
の
評
価
を
紹
介

す
る
が
（
1
）、
そ
の
中
に
享
保
四
年
の
朝
鮮
通
信
使
・
申
維
翰

シ
ン
・
ユ
ハ
ン

の
『
海
遊
録
』
の

記
述
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
冠
氏
は
、
申
維
翰
の
文
章
を
「
雨
森
東
に
よ
る

と
泉
南
の
文
士
唐
金
興
隆
な
る
も
の
奇
才
大
名
あ
り
と
い
う
。
か
れ
に
托
し

て
余
の
批
点
を
求
め
て
来
た
。
そ
の
私
艸
に
は
、
観
る
べ
き
も
の
が
多
い
。

も
っ
て
錚
々
佼
々
の
た
ぐ
い
と
す
る
」（「
続
新
井
白
石
と
唐
金
梅
所
」、
傍

線
康
、
以
下
も
同
様
）
と
要
約
し
、
梅
所
の
文
才
が
高
か
っ
た
こ
と
の
証
左

と
し
て
い
る
。
堀
川
氏
も
ま
た
同
じ
箇
所
を
引
用
し
て
、
申
維
翰
の
『
海
遊

録
』
中
の
梅
所
詩
へ
の
評
価
の
語
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
冠
・
堀
川

両
氏
の
論
文
は
人
的
交
流
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
評
価
に
関
す

る
具
体
的
な
考
察
は
行
っ
て
い
な
い
。

梅
所
が
申
維
翰
に
批
評
を
求
め
た
「
私
艸
」
と
は
『
梅
所
詩
稿
』（
上
巻
（
2
））

の
草
稿
で
、
こ
の
詩
集
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
申
維
翰
の
文
章
が
『
附
韓

人
文
』（
版
本
、
享
保
四
年
成
立
（
3
））
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
附
韓
人
文
』
中

の
申
維
翰
の
序
文
に
は
、
梅
所
の
詩
へ
の
評
価
が
見
ら
れ
る
が
、
通
信
使
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
漢
詩
を
評
価
す
る
の
か
、
そ
の
基
準
を
表
す
も

の
と
し
て
、
ま
た
、
通
信
使
来
日
時
に
行
わ
れ
た
漢
詩
唱
和
の
内
実
を
示
す

一
例
と
し
て
、
分
析
す
る
価
値
が
あ
る
。
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朝
鮮
通
信
使
の
日
本
漢
詩
批
評

―
―
『
梅
所
詩
稿
』
の
申
維
翰
序
文
を
め
ぐ
っ
て
―
―



二

梅
所
詩
に
対
す
る
申
維
翰
の
評
価

二
・
一

申
維
翰
の
「
書
唐
金
氏
詩
巻
」（『
附
韓
人
文
』）

『
附
韓
人
文
』
に
収
録
さ
れ
た
申
維
翰
の
序
文
に
は
、
申
維
翰
が
、
梅
所

の
詩
集
に
接
す
る
、
よ
り
詳
し
い
経
緯
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
次
は
、
申
維

翰
の
序
文
「
唐
金
氏
詩
巻
に
書
す
」
の
前
半
部
で
あ
る
。

壬
辰
春
、
平
泉
趙
侍
郎
、
自
夫
桑
竣
使
歸
、
以
白
石
詩
草
一
編
行
于
世
。

不
佞
嘗
從
藝
圃
得
而
誦
之
。
謂
是
婉
朗
圑
圓
、
已
露
唐
人
面
目
。
而
格

韻
之
道
者
、
時
髣
髴
濟
南
家
。（
中
略
）
己
亥
秋
、
余
遂
應
佐
介
之
命

隨
節
而
東
。
及
到
馬
州
、
與
雨
森
氏
伯
陽
傾
蓋
而
談
風
騒
。
伯
陽
於
白

石
素
有
管
邴
之
驩
、
語
娓
々
不
置
。
且
曰
、「
夫
公
病
謝
事
家
居
、
君

今
至
東
都
、
恨
亡
以
相
見
」。
余
既
悵
然
改
色
曰
、「
譬
之
三
神
山
近
輒

風
引
去
、
奈
吾
縁
薄
何
」。
伯
陽
曰
、
｢君
之
慕
白
石
深
矣
。
白
石
之
所

稱
有
奇
士
唐
金
生
、
治
文
章
、
好
哦
詩
。
今
取
其
一
巻
草
來
、
可
以
侑

君
笑
未
。」

（
壬
辰
の
春
、
平
泉
趙
侍
郎
、
夫
桑
よ
り
使
を
竣お

へ
て
帰
る
に
、『
白
石

詩
草
』
一
編
を
以
て
世
に
行
ふ
。
不
佞
嘗
て
芸
圃
よ
り
得
て
之
を
誦
す
。

是
れ
を
謂
ふ
に
婉
朗
団
円
に
し
て
、
已
に
唐
人
の
面
目
を
露
す
。
而
し

て
格
韻
の
道
は
、
時
と
し
て
済
南
家
に
髣
髴
た
り
。（
中
略
）
己
亥
の

秋
、
余
遂
に
佐
介
の
命
に
応
じ
て
節
に
随し
た
がひ
て
東ひ
が
しす
。
馬
州
に
到
る
に

及
び
て
、
雨
森
氏
伯
陽
と
蓋
を
傾
け
て
風
騒
を
談
ず
。
伯
陽
、
白
石
に

於
い
て
素
よ
り
管
邴
の
驩
有
り
て
、
語
娓
々
と
し
て
置
か
ず
。
且
つ
曰

く
、「
夫
公
病
み
て
事
を
謝
し
て
家
居
し
、
君
今
東
都
に
至
る
も
、
恨

む
ら
く
は
以
て
相
見
る
こ
と
亡な

か
ら
ん
」
と
。
余
既
に
悵
然
と
し
て
改

色
し
て
曰
く
、「
之
を
譬
ふ
る
に
三
神
山
近
づ
き
て
輒
ち
風
引
き
去
る

が
ご
と
く
、
吾
が
縁
薄
き
こ
と
を
奈
何
い
か
ん

せ
ん
」
と
。
伯
陽
曰
く
、
｢君

の
白
石
を
慕
ふ
こ
と
深
き
な
り
。
白
石
が
称
す
る
所
、
奇
士
唐
金
生
あ

り
て
、
文
章
を
治
め
、
好
く
詩
を
哦
す
。
今
其
の
一
巻
の
草
を
取
り
来

り
て
、
以
て
君
が
笑
に
侑
む
べ
き
や
未い
な

や
。」
と
。）

（「
書
唐
金
氏
詩
巻
」『
附
韓
人
文
』
二
十
二
丁
表
）

申
維
翰
は
、
来
日
前
か
ら
『
白
石
詩
草
』
を
通
し
て
新
井
白
石
の
詩
に
接
し

て
お
り
、
そ
の
優
れ
た
詩
才
に
感
服
し
て
「
唐
人
の
面
目
を
露
す
」「
時
と

し
て
済
南
家
に
髣
髴
た
り
」
な
ど
と
評
価
し
た
。「
済
南
家
」
と
は
中
国
明

代
の
文
人
・
李
攀
龍
の
出
身
地
歴
城
が
済
南
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
李
攀
龍

を
指
す
。
申
維
翰
が
李
攀
龍
の
名
を
も
っ
て
白
石
を
評
価
す
る
こ
と
に
関
し

て
は
後
に
詳
述
す
る
。

申
維
翰
は
、
そ
の
白
石
と
の
対
面
を
切
に
望
ん
で
い
た
が
、
白
石
が
隠
居

し
て
い
る
た
め
会
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
残
念
が
る
。
そ
こ
で
、
芳

洲
か
ら
「
白
石
が
称
す
る
所
の
奇
士
」
と
し
て
梅
所
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、『
附
韓
人
文
』（
版
本
）
所
収
の
こ
の
序
文
は
、
同
じ
く
芳
洲
文

庫
所
蔵
の
『
唐
金
氏
宛
申
維
翰
詩
文
』
(写
本
)に
も
存
し
、
版
本
に
お
け
る

「
白
石
之
所
稱
有
奇
士
唐
金
生
」
の
と
こ
ろ
が
、
写
本
に
お
い
て
は
「
白
石

之
門
有
奇
士
唐
金
生
」
と
な
っ
て
い
る
（
4
）。
写
本
に
「
門
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

す
な
わ
ち
芳
洲
が
梅
所
を
白
石
の
門
下
生
と
し
て
紹
介
し
た
と
は
確
定
し
が

た
い
が
、
序
文
の
後
半
部
の
内
容
を
考
慮
す
る
と
、
申
維
翰
が
梅
所
を
「
詩

風
に
お
い
て
白
石
か
ら
大
き
く
影
響
さ
れ
た
人
」
と
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
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と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ぎ
は
前
の
引
用
文
の
つ
づ
き
で
、
梅
所
の
詩
集
に
対

す
る
感
想
や
評
価
を
述
べ
る
内
容
で
あ
る
（
囲
み
は
康
、
以
下
同
様
）。

余
驚
謝
、
輒
出
而
陳
之
、
得
近
體
若
干
、
就
其
精
華
爽
籟
、
徃
々
有
奇

思
。
即
如
「
浄
界
隔
雲
金
刹
冷
、
高
林
礙
日
石
樓
寒
。｣｢寒
汀
獨
坐
蘆

花
暮
、
明
月
相
思
桂
樹
秋
。｣｢敗
荷
聲
亂
雨
過
渚
、
叢
桂
香
濃
風
滿

樓
。」「
間
花
墜
地
恨
春
鳥
、
澹
月
帯
寒
聽
曉
雞
。｣等
語
、
①
出
其
上
駟
、

以
當
古
作
者
、
可
作
長
慶
已
下
諸
君
子
風
調
。
種
々
神
趣
、
色
々
天
香
、

鋪
則
煙
霞
、
秀
則
琅
玕
。
藉
令
凌
雲
臺
材
木
、
或
時
有
軽
重
之
偏
者
、

要
之
不
失
爲
千
金
構
也
。
②
吾
於
是
益
信
、
唐
金
氏
之
瓣
香
、
果
在
於

白
石
。
而
敢
問
、
③
秦
青
之
曲
、
尚
有
餘
憾
也
否
耶
。
昔
李
獻
吉
爲
詞

林
千
古
倡
亡
何
而
七
子
作
矣
。
説
者
謂
、
陽
阿
之
瑟
、
北
地
更
張
之
、

歴
下
鼓
之
、
琅
邪
玉
振
之
。
更
爲
我
謝
白
石
公
。（
下
略
）

（
余
、
驚
謝
し
、
輒
ち
出
で
て
而
し
て
之
を
陳
し
、
近
体
若
干
（
康

注
：『
梅
所
詩
稿
』
巻
上
）
を
得
る
に
、
就
ち
其
れ
精
華
爽
籟
そ
う
ら
い

、
往
々

に
し
て
奇
思
有
り
。
即
ち
「
浄
界
雲
を
隔
て
て
金
刹
き
ん
さ
つ

冷
え
、
高
林
日
を

礙さ
え
ぎり
て
石
楼
寒
し
。｣｢寒
汀
独
坐
す
蘆
花
の
暮
、
明
月
相あ
ひ

思
ふ
桂
樹
の

秋
。｣｢敗
荷
声
乱
れ
て
雨
渚な
ぎ
さを
過
ぎ
、
叢
桂
香か
ほ
り

濃こ

く
し
て
風
楼
に
満

つ
。」「
間
花
地
に
墜お

ち
て
春
鳥
を
恨
み
、
澹
月
寒
を
帯
び
て
暁
ぎ
ょ
う

雞け
い

を

聴
く
。」
等
の
語
の
如
き
は
、
①
其
の
上
駟
を
出
し
て
以
て
古
の
作
者

に
当あ
た

り
、
長
慶
已
下
諸
君
子
の
風
調
を
作な

す
べ
し
。
種
々
の
神
趣
、

色
々
の
天
香
、
鋪あ
ま
ねく
し
て
則
ち
煙
霞
、
秀
に
し
て
則
ち
琅
玕
。
藉
令
た
と
ひ

凌

雲
台
材
木
、
或
い
は
時
に
軽
重
の
偏
有
る
も
、
之
を
要
す
る
に
千
金
の

構
を
為
す
を
失
せ
ざ
る
な
り
。
②
吾
、
是
に
於
い
て
益ま
す
ます

唐
金
氏
の
弁

香
、
果
し
て
白
石
に
在
る
を
信
ず
。
而
し
て
敢
へ
て
問
ふ
、
③
秦
青
の

曲
、
尚
ほ
餘
憾
有
る
や
否い

な

や
。
昔
、
李
獻
吉
、
詞
林
の
千
古
の
倡
を
為

し
、
何い

く
ばく

も
亡な

く
し
て
而
し
て
七
子
作お

こ

る
な
り
。
説
く
者
謂
ふ
、
陽
阿

の
瑟
、
北
地
之
を
更
に
張
り
、
歴
下
之
を
鼓
し
、
琅
邪
玉
も
て
之
を
振

る
ふ
。
更
に
我
が
為
に
白
石
公
に
謝
す
。〈
下
略
〉）

（「
書
唐
金
氏
詩
巻
」『
附
韓
人
文
』
二
十
三
丁
表
）

傍
線
部
①
の
「
出
其
上
駟
以
當
…
」
は
、
馬
を
競
走
さ
せ
る
際
、
自
分
の

持
っ
て
い
る
上
等
の
馬
を
出
し
て
勝
負
す
る
こ
と
で
、
明
・
王
世
貞
の
『
弇

州
山
人
続
稿
』
に
、「
而
此
出
其
上
駟
以
當
黄
公
之
下
駟
」（
巻
五
十
八
「
開

先
寺
寶
墨
亭
記
」）
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
唐
金
梅
所
の
詩
は
、

上
等
の
馬
を
出
し
て
昔
の
作
者
に
対
抗
す
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
う
意
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
梅
所
の
詩
が
「
古
の
作
者
」
の
詩
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た

も
の
と
判
断
し
て
の
評
価
と
考
え
ら
れ
る
。

傍
線
部
②
の
「
弁
香
」
と
は
、
ひ
と
か
け
ら
の
お
香
の
意
。「
弁
香
在
〜

（
人
名
）」
の
形
で
、
そ
の
人
の
詩
文
に
影
響
を
与
え
た
人
を
示
す
。
明
・
王

世
貞
の
『
弇
州
山
人
続
稿
』
に
は
、「
今
讀
足
下
集
、
序
則
賢
金
玉
皆
其
門

人
也
、
而
瓣
香
乃
在
子
威
（
今
足
下
〈
康
注
：
王
小
卿
の
こ
と
〉
の
集
を
読

む
に
、
序
則
ち
賢
金
玉
皆
な
其
の
門
人
な
り
て
、
而
し
て
弁
香
乃
ち
子
威
に

在
り
」（
巻
二
百
七
「
答
王
少
卿
」）
と
あ
る
。
申
維
翰
は
、
梅
所
の
詩
文
が

白
石
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
の
だ
。

白
石
の
詩
を
高
く
評
価
し
た
申
維
翰
は
、
梅
所
の
詩
集
か
ら
も
白
石
の
影

響
が
感
じ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
白
石
と
梅
所
の
漢
詩
に
お
い
て
共
通
す

る
要
素
は
何
だ
ろ
う
か
。
カ
ギ
に
な
る
の
は
、
評
価
の
言
葉
に
表
れ
る
、
中
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国
明
代
の
詩
人
た
ち
の
名
前
で
あ
る
。

傍
線
部
③
の
「
李
獻
吉
」
と
は
、
中
国
明
代
の
詩
人
李
夢
陽
（
一
四
七
二

〜
一
五
九
二
）
の
こ
と
で
、
彼
は
「
文
は
秦
漢
、
詩
は
盛
唐
」
と
唱
え
、
文

学
の
制
作
に
お
い
て
必
ず
古
典
を
典
型
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
古
文
辞

運
動
（
5
）の
提
唱
者
で
あ
る
。「
七
子
」
と
は
、
古
文
辞
派
を
代
表
す
る
前
七
子

あ
る
い
は
後
七
子
。「
北
地
」
は
ま
た
李
夢
陽
、「
歴
下
」
は
古
文
辞
派
の
後

七
子
と
呼
ば
れ
た
李
攀
龍
（
6
）（
一
五
一
四
〜
一
五
七
〇
）、「
琅
邪
」
は
李
攀
龍

と
と
も
に
古
文
辞
派
後
七
子
の
中
心
人
物
と
し
て
知
ら
れ
た
王
世
貞
（
7
）（
一
五

二
六
〜
一
五
九
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
傍
線
部
③
は
、
古
の
優
れ
た

詩
風
が
、
復
古
主
義
を
唱
え
た
明
の
李
夢
陽
や
李
攀
龍
な
ど
の
詩
人
に
受
け

継
が
れ
、
さ
ら
に
日
本
の
白
石
が
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な

る
。傍

線
部
①
の
「
其
の
上
駟
を
出
し
て
以
て
古
の
作
者
に
当
り
」
及
び
白
石

詩
を
評
価
す
る
部
分
の
「
唐
人
の
面
目
を
露
す
」
も
、
李
夢
陽
・
李
攀
龍
ら

の
復
古
主
義
、
つ
ま
り
詩
に
お
い
て
盛
唐
の
詩
を
典
拠
と
す
る
主
張
と
連
関

性
が
あ
る
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
申
維
翰
が
白
石
・
梅
所
を
評
す
る
な
か
で
、
李
夢
陽
・
李
攀

龍
な
ど
い
わ
ば
古
文
辞
派
の
詩
人
の
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
申
維
翰
自
身

が
、
李
夢
陽
・
李
攀
龍
た
ち
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
を
表
す
。
つ
ぎ

に
引
く
の
は
、
申
維
翰
の
詩
文
集
『
青
泉
集
』
の
序
文
で
、
申
維
翰
の
門
下

生
で
あ
っ
た
李イ

瀰ミ

（
一
七
二
五
〜
？
）
が
認
め
た
文
章
の
一
部
で
あ
る
。

翁
早
悅
「
山
海
經
」「
穆
天
子
傳
」。
及
得
「
弇
山
稿
」
讀
之
。
喟
鰻
有

並
驅
之
意
。
詩
亦
以
李
于
鱗
爲
準
。
尤
力
於
「
楚
辭
」。
讀
之
千
萬
遍
。

（
翁
〈
康
注
：
申
維
翰
〉
早わ
か

く
し
て
「
山
海
経
」「
穆
天
子
伝
」
を
悦
び
、

「
弇
山
稿
」
を
得
る
に
及
び
て
之
を
読
み
、
喟
然
と
し
て
並
駆
の
意
有

り
。
詩
は
亦
た
李
于
鱗
を
以
て
準
と
為
し
、
尤
も
「
楚
辞
」
に
於
い
て

力つ
と

め
て
、
之
を
読
む
こ
と
千
万
遍
。）

申
維
翰
が
詩
に
お
い
て
李
攀
龍
を
模
範
と
し
て
い
た
と
、
弟
子
で
あ
っ
た
李イ

瀰ミ

は
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
申
維
翰
が
読
ん
だ
と
い
う
「
弇
山
稿
」
の
影
響
だ

ろ
う
か
。「
弇
山
稿
」
と
は
、
李
攀
龍
と
と
も
に
古
文
辞
派
後
七
子
と
呼
ば

れ
た
王
世
貞
の
「
弇
州
山
人
四
部
稿
」
も
し
く
は
「
弇
州
山
人
続
稿
」
の
こ

と
。
申
維
翰
が
同
書
の
影
響
を
強
く
う
け
て
い
る
こ
と
は
、
さ
き
に
み
た

「
上
駟
を
出
し
て
以
て
古
の
作
者
に
当
り
」
や
「
唐
金
氏
の
弁
香
、
果
し
て

白
石
に
在
り
」
な
ど
、『
弇
州
山
人
続
稿
』
に
み
ら
れ
る
表
現
が
申
維
翰
の

文
章
に
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

二
・
二
『
梅
所
詩
稿
』
の
考
察

そ
れ
で
は
、
梅
所
の
実
作
に
お
い
て
、
申
維
翰
が
李
夢
陽
・
李
攀
龍
の
影

響
と
捉
え
た
要
素
は
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

申
維
翰
が
見
た
梅
所
の
詩
集
は
、『
梅
所
詩
稿
』（
享
保
五
年
序
）
と
い
う

題
で
刊
行
さ
れ
る
が
、
こ
の
本
に
は
江
戸
中
期
の
僧
侶
で
漢
詩
人
の
大
潮

（
一
六
七
八
〜
一
七
六
八
）
の
批
点
が
載
る
。
大
潮
の
批
点
に
は
、
所
々
、

申
維
翰
の
評
語
が
引
用
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
大
潮
は
、
申
維
翰
の
批
点
が

打
っ
て
あ
る
草
稿
本
を
参
照
し
な
が
ら
、
自
身
の
批
点
作
業
に
臨
ん
だ
と
推

測
さ
れ
る
が
、
つ
ぎ
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

○
哭
篤
所
北
君

篤
所
北
君
を
哭
す
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文
星
一
夕
黯
無
光

文
星

一
夕

黯
と
し
て
光
無
く

夢
繞
青
山
恨
更
長

夢
青
山
を
繞め
ぐ

り
て
恨
み
更
に
長
し

泗
水
源
流
空
絶
響

泗し

水す
い

の
源
流

空
し
く
響
を
絶
ち

茂
陵
遺
草
已
餘
芳

茂
陵
の
遺
草

已
に
芳
を
余
す

金
莖
夜
滴
霄
間
露

金
茎

夜
に
滴
る

霄
間
の
露

寶
劍
秋
懸
隴
上
霜

宝
剣

秋
に
懸
る

隴
上
の
霜

蕭
瑟
悲
風
千
里
外

蕭
し
ょ
う

瑟し
つ

た
る
悲
風

千
里
の
外

海
天
月
落
樹
蒼
々

海
天
月つ
き

落お
ち

て
樹
蒼
々

上
皇
聞
先
生
之
名
屡
有
天
賜
第
五
句
故
云（『

梅
所
詩
稿
』
巻
上

七
丁
裏
）

右
の
詩
は
、
北
村
篤
所
（
一
六
四
七
〜
一
七
一
八
）
の
死
を
哀
悼
す
る
作
品

で
、
篤
所
が
亡
く
な
っ
た
享
保
三
年
七
月
以
後
の
作
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
詩

の
頸
聯
（
第
五
・
六
句
）
の
右
に
は
大
潮
が
申
維
翰
の
評
価
を
引
用
し
た
文

章
が
載
る
。

申
維
翰
云
、「
此
頸
聯
的
是
于
鱗
語
」。
韓
人
有
眼
。（
申
維
翰
云
は
く
、

「
此
の
頸
聯
的ま
こ
とに
是
れ
于
鱗
の
語
な
り
」
と
。
韓
人
眼が
ん

有
り
。）

申
維
翰
は
、
頸
聯
は
ま
さ
に
于
鱗
の
語
と
述
べ
李
攀
龍
の
影
響
を
示
唆
し
て

お
り
、
こ
れ
を
引
用
し
た
大
潮
自
身
も
そ
の
評
価
を
首
肯
し
て
い
る
。

頸
聯
の
う
ち
、
第
五
句
は
、
漢
の
武
帝
が
承
露
盤
を
作
っ
て
露
を
集
め
、

自
ら
の
仙
薬
を
つ
く
る
た
め
の
材
料
と
し
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る

（「
後
漢
書
」）。「
金
茎
」
は
、
こ
の
承
露
盤
を
支
え
る
銅
柱
で
あ
る
。
ま
た
、

第
六
句
は
、
晋
の
武
将
陳
安
が
、
隴
上
（
西
方
の
辺
境
地
帯
、
現
在
の
甘
粛

省
）
に
お
い
て
劉
曜
と
闘
っ
た
際
、
左
手
に
七
尺
の
大
刀
、
右
手
に
丈
八
の

蛇
矛
を
持
ち
、
壮
士
数
十
名
と
と
も
に
奮
戦
し
た
故
事
を
踏
ま
え
る
（
8
）。
す
な

わ
ち
、
こ
の
詩
の
第
五
句
目
で
は
「
夜
に
そ
び
え
立
つ
金
茎
よ
り
天
上
の
露

が
滴
る
」
と
述
べ
、
高
雅
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
六
句

目
で
は
、「
秋
に
な
る
と
早
く
も
壮
士
の
宝
剣
に
霜
が
か
か
っ
て
い
る
」
と

詠
い
、
壮
士
の
勇
壮
な
様
子
を
、
西
方
の
辺
境
地
帯
の
自
然
と
関
わ
ら
せ
な

が
ら
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
描
写
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
、
高
雅
、
雄
大
な
表
現
を
重
ん
じ
る
詩
の
あ
り
方
は
、
李
攀

龍
ら
古
文
辞
派
の
詩
人
た
ち
が
模
範
と
し
た
盛
唐
詩
の
一
特
徴
で
あ
り
、
そ

の
点
に
お
い
て
申
維
翰
は
、
梅
所
の
詩
が
李
攀
龍
た
ち
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
「
金
茎
」
の
語
に
関
し
て
は
、「
上
皇
、
先
生
の
名
を
聞
き

て
、
屡
ば
天
賜
有
り
。
第
五
句
故
に
云
ふ
」
と
自
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
北
村
篤
所
が
上
皇
か
ら
天
賜
を
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
を
「
金
茎
」

の
故
事
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
金
茎
」
の
語
は
杜
甫
の
「
秋
興
」

に
も
見
え
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
用
法
は
、
中
国
晩
唐
の
詩
人
李
商
隠
の

「
漢
宮
詞
」
に
想
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
9
）。

青
雀
西
飛
竟
未
廻

青
雀
西
に
飛
ん
で
竟
に
未
だ
廻
ら
ず

君
王
長
在
集
靈
臺

君
王
は
長つ
ね

に
集
霊
台
に
在
り

侍
臣
最
有
相
如
渇

侍
臣

最
も
相
し
ょ
う

如じ
ょ

の
渇
有
れ
ど
も

不
賜
金
莖
露
一
杯

賜
わ
ら
ず

金
茎
の
露
一
杯

（『
唐
詩
選
国
字
解
』〈
安
永
九
年
刊
〉）

こ
の
詩
は
、
漢
の
武
帝
が
自
分
の
不
老
長
生
の
術
を
求
め
な
が
ら
、
臣
下
の

司
馬
相
如
の
「
消
渇
の
病
」
の
た
め
に
は
金
茎
の
露
一
杯
も
賜
わ
な
い
こ
と
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を
詠
っ
て
、
作
者
の
時
代
の
天
子
・
唐
の
武
宗
を
暗
に
批
判
し
た
詩
で
あ
る
。

こ
の
「
金
茎
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
か
ら
も
、
明
代
古
文
辞
派
の
詩
風
が
想

起
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
李
攀
龍
の
詩
文
集
で
あ
る
『
滄
溟
集
』

に
は
「
金
茎
」
が
含
ま
れ
た
詩
が
十
二
首
に
も
の
ぼ
る
（

）。
そ
れ
ほ
ど
、
李
攀

10

龍
は
「
金
茎
」
と
い
う
語
を
、
好
ん
で
自
身
の
詩
に
用
い
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
申
維
翰
は
、
梅
所
に
宛
て
た
序
文
の
中
で
具
体
的
な
詩

句
に
言
及
し
な
が
ら
梅
所
の
詩
を
評
価
し
て
い
る
が
、
彼
が
挙
げ
た
詩
句
か

ら
も
唐
詩
よ
り
題
材
や
表
現
を
取
り
入
れ
た
例
が
見
出
せ
る
。
つ
ぎ
の
詩
は
、

申
維
翰
が
、
評
語
の
中
で
挙
げ
た
梅
所
の
詩
句
「
浄
界
隔
雲
金
刹
冷
」
の
全

文
で
あ
る
。

○
奉
和
白
石
先
生
卜
居

白
石
先
生
の
卜
居
に
和
し
奉
る

城
東
新
築
及
秋
殘

城
東
の
新
築

秋
残
に
及
び

落
慶
遙
思
幷
二
難

落
慶
遥
に
思
ふ

二に

難な
ん（

）
を
并
す
る
こ
と
を

11

浄
界
隔
雲
金
刹
冷

浄
界

雲
を
隔
て

金
刹
き
ん
さ
つ（

）
冷
や
か
な
り

12

高
林
礙
日
石
樓
寒

高
林

日
を
礙さ
え
ぎり
て
石
楼
寒
し

青
山
白
髪
鏡
中
影

青
山

白
髪

鏡
中
の
影

黃
橘
丹
楓
畫
裏
看

黄
橘
丹
楓

画
裏
に
看
る

勝
地
幽
棲
知
不
惡

勝
地
幽
棲

悪
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る

清
泉
分
泒
足
芳
蘭

清
泉

泒
を
分
ち
て
芳
蘭
足
る

（『
梅
所
詩
稿
』
巻
上

十
二
丁
裏
）

右
の
詩
は
、
白
石
の
「
卜
居
」
と
い
う
詩
に
和
韻
し
た
も
の
。
第
一
・
第
二

句
か
ら
、
季
節
は
晩
秋
で
、
新
築
を
祝
う
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
申

維
翰
が
引
用
し
た
第
三
・
第
四
句
は
、「
雲
の
彼
方
に
あ
り
、
生
い
茂
っ
た

高
木
が
日
を
さ
え
ぎ
っ
て
寒
気
さ
え
感
じ
ら
れ
る
、
寺
院
と
石
楼
」
を
描
写

し
て
い
る
が
、
杜
甫
の
「
堂
成
る
」
に
類
似
す
る
表
現
が
み
え
る
。

杜
甫
〈
堂ど
う

成な
る

〉

背
郭
堂
成
蔭
白
茅

背
郭

堂
成
り
て
白
茅
蔭お
ほ

は
る

緣
江
路
熟
俯
青
郊

縁
江

路み
ち

熟
し
て
青
郊
に
俯
す

榿
林
礙
日
吟
風
葉

榿き

林り
ん

日
を
礙さ
え
ぎり
て
風
に
吟
じ
る
葉

籠
竹
和
煙
滴
露
梢

籠
竹

煙
に
和
し
露
を
滴
ら
す
梢

暫
止
飛
烏
將
數
子

暫
く
止
ま
る
飛
烏
は
数す
う

子し

を
将ひ
き

ゐ

頻
來
語
燕
定
新
巢

頻
り
に
来き
た

る
語ご

燕え
ん

は
新し
ん

巣そ
う

を
定
む

旁
人
錯
比
揚
雄
宅

旁ぼ
う

人じ
ん

錯あ
や
ま

っ
て
比
す

揚
雄
が
宅

懶
惰
無
心
作
解
嘲

懶ら
ん

惰だ

に
し
て
解か
い

嘲ち
ょ
うを
作
る
に
心
無
し

（『
杜
詩
註
解
』〈
和
刻
本
、
元
禄
六
年
刊
〉
巻
二

六
丁
裏
（

））
13

右
の
詩
は
、
堂
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
作
で
、
第
三
句
は
「
生
い

茂
っ
た
は
ん
の
木
が
日
光
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
な
か
、
風
に
ゆ
れ
る
葉
っ
ぱ

の
音
が
涼
し
げ
に
聞
え
る
」
と
い
う
情
景
を
詠
っ
て
い
る
。
梅
所
詩
も
、
杜

甫
詩
も
「
新
築
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
点
、「
木
々
に
日
光
が
さ
え
ぎ

ら
れ
て
い
る
涼
し
げ
な
情
景
」
が
描
か
れ
る
点
な
ど
で
一
致
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
詩
は
、
申
維
翰
が
挙
げ
た
梅
所
の
詩
句
「
敗
荷
聲
亂
雨
過
渚
」
の

全
文
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
か
ら
は
、
中
国
晩
唐
の
詩
人
許き
ょ

渾こ
ん

の
詩
句
と
一
致

す
る
語
句
が
み
え
る
。

○
予
前
奉
和
白
石
先
生
依
都
蠡
湖
詞
兄
韻
之
作
餘
興
未
盡
再
成
呈
先
生

兼
寄
湖
詞
兄
（
予
前さ
き

に
、
白
石
先
生
の
都
蠡
湖
詞
兄
の
韻
に
依
る
の

作
に
和
し
奉
る
も
、
余
興
未
だ
尽
き
ず
。
再
び
成
し
て
先
生
に
呈
し
、
21



兼
て
湖
詞
兄
に
寄
す
。）

佳
人
高
臥
石
林
秋

佳
人
高
く
臥ふ

す

石
林
の
秋

騒
客
空
陪
月
夕
愁

騒
客
空
し
く
陪ま

す

月
夕
の
愁
を

渓
水
武
陵
還
可
釣

渓
水
武ぶ

陵り
ょ
う

還ま

た
釣
る
べ
し

煙
波
彭
蠡
已
同
舟

煙
波
彭ほ
う

蠡れ
い（

）已
に
舟
を
同
く
す

14

敗
荷
聲
亂
雨
過
渚

敗は
い

荷か

声
乱
れ
て

雨あ
め

渚な
ぎ
さを
過
ぐ

叢
桂
香
濃
風
滿
樓

叢
桂
香か
ほ
り

濃こ

く
し
て

風か
ぜ

楼
に
満
つ

獨
坐
遥
思
今
夜
興

独
坐

遥
か
に
思
ふ
今
夜
の
興

一
時
唱
和
薄
元
劉

一
時
の
唱
和

元
劉
（

）に
薄せ
ま

る
を

15
（『
梅
所
詩
稿
』
巻
上

十
丁
表
）

「
敗
荷
」
は
、
秋
に
な
っ
て
破
れ
た
蓮
の
葉
の
意
。「
雨
が
降
っ
て
い
る
秋
の

夜
、
池
に
浮
い
て
い
る
蓮
の
葉
よ
り
雨
音
が
き
こ
え
て
お
り
、
そ
ば
に
生
い

茂
っ
て
い
る
桂
の
木
々
よ
り
風
が
ふ
い
て
き
て
、
そ
の
香
り
が
楼
閣
を
み
た

す
」
と
い
う
情
景
を
詠
ん
で
い
る
。
晩
唐
の
詩
人
、
許き
ょ

渾こ
ん

の
詩
に
類
似
す
る

表
現
が
み
え
る
。

許き
ょ

渾こ
ん

〈
咸
陽
城
東
樓
〉

一
上
高
城
萬
里
愁

一
た
び
高
城
に
上
り
て
万
里
愁
ふ

蒹
葭
楊
柳
似
汀
洲

蒹
葭
（

）楊
柳

汀
洲
の
似ご
と

し

16

溪
雲
初
起
日
沈
閣

溪
雲
初
め
て
起
り
て
日
閣
に
沈
み

山
雨
欲
來
風
滿
樓

山
雨
来
ら
ん
と
欲
し
て
風
楼
に
満
つ

鳥
下
綠
蕪
秦
苑
夕

鳥
緑り
ょ
く

蕪ぶ

に
下
る

秦
苑
の
夕
ゆ
う
べ

蟬
鳴
黃
葉
漢
宮
秋

蝉
黄
葉
に
鳴
く

漢
宮
の
秋

行
人
莫
問
當
年
事

行い
く

人ひ
と

問
ふ
莫
れ

当
年
の
事
を

故
國
東
來
渭
水
流

故
国
東
来

渭
水
（

）流
る

17

（『
三
体
詩
法
』〈
和
刻
本
、
明
暦
三
年
刊
〉
第
三
巻
七
丁
裏
（

））
18

第
四
句
は
、
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
曇
り
の
な
か
で
風
が
吹
い
て
い
る
さ

ま
を
「
風
楼
に
満
つ
」
と
表
現
し
て
お
り
、
梅
所
詩
の
第
六
句
と
類
似
し
て

い
る
。

以
上
で
み
た
よ
う
に
、
梅
所
詩
に
唐
詩
と
類
似
す
る
表
現
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
も
、
申
維
翰
に
李
夢
陽
・
李
攀
龍
ら
の
明
代
の
詩
人
の
影
響
を
感
じ

さ
せ
る
一
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
三

梅
所
の
詩
観
に
お
け
る
何
景
明
の
影
響

と
こ
ろ
で
、
梅
所
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
詩
観
を
も
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

申
維
翰
は
梅
所
の
詩
集
を
み
た
だ
け
で
、
実
際
の
対
面
は
成
し
遂
げ
て
い
な

い
。
は
た
し
て
、
申
維
翰
が
評
価
し
た
よ
う
に
、
梅
所
は
、
李
夢
陽
・
李
攀

龍
ら
の
詩
人
の
影
響
を
受
け
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
参
考
に
な
る
の
が
、

『
梅
所
詩
稿
』
の
大
潮
の
序
文
で
あ
る
。

泉
南
唐
金
氏
好
里
居
。
嘗
通
仕
籍
無
所
事
々
矣
。
又
善
病
々
輙
不
出
應

客
。
凡
其
所
爲
詩
、
刻
意
古
範
、
鋳
形
宿
模
。
而
獨
於
四
方
諸
名
家
者
、

則
日
益
事
交
相
酬
往
不
休
、
然
世
之
推
竊
求
售
、
乃
唐
金
氏
弗
屑
焉
。

謂
余
曰
佛
有
筏
喩
言
達
岸
則
捨
筏
矣
。
興
隆
則
際
吾
才
之
界
汲
汲
然
欲

以
達
岸
捨
其
津
筏
。
意
與
象
應
、
華
與
實
稱
、
持
此
傳
海
内
之
同
調
者

有
一
不
唐
而
無
再
不
唐
乃
足
耳
。（
後
略
）

（
泉
南
の
唐
金
氏
、
里
居
を
好
む
。
嘗
て
仕
籍
を
通
し
て
事
を
事
と
す

る
所
無
し
。
又
た
善
く
病や

む
。
病
め
ば
輙
ち
出
で
て
客
に
応
ぜ
ず
。
凡
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そ
其
の
為つ

く

る
所
の
詩
、
意
を
古
範
に
刻
み
、
形
を
宿
模
に
鋳
る
。
而
し

て
独
り
四
方
諸
名
家
な
る
者
に
於
い
て
、
則
ち
日
び
益
ま
す
ま
す

事
と
し
て
交

は
り
相
ひ
酬
往
し
て
休
ま
ず
、
然
る
に
世
の
推
窃
し
て
售お
こ
なは
る
る
こ
と

を
求
む
る
も
、
乃
ち
唐
金
氏
、
屑
い
さ
ぎ
よし
と
せ
ざ
る
な
り
。
余
に
謂
ひ
て

曰
く
、「
仏
に
筏
の
喩
へ
有
り
。
岸
に
達
す
れ
ば
則
ち
筏
を
捨
つ
る
な

り
と
言
ふ
。」
と
。
興
隆
（
康
注
：
梅
所
の
こ
と
）、
則
ち
吾
が
才
の
界

を
際き
は

め
て
汲
汲
然
と
し
て
以
て
岸
に
達
し
其
の
津
筏
を
捨
て
ん
と
欲
す
。

意こ
こ
ろは
象か
た
ちと
応
じ
、
華
は
実
と
称か
な

ひ
、
此
を
持
し
て
海
内
の
同
調
な
る

者
に
伝
へ
、
一
の
唐
な
ら
ざ
る
有
る
も
再
び
唐
な
ら
ざ
る
無
く
ん
ば
乃

ち
足
る
の
み
。〈
後
略
〉）

（『
梅
所
詩
稿
』
大
潮
序
）

大
潮
は
、
梅
所
の
詩
を
「
凡
そ
其
の
為
る
所
の
詩
、
意
を
古
範
に
刻
み
、
形

を
宿
模
に
鋳
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
詩
の
内
容
や
形
式
に
お
い

て
古
の
詩
を
模
範
と
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
だ
が
、
李
夢
陽
と
と

も
に
中
国
古
文
辞
派
の
前
七
子
と
呼
ば
れ
た
何
景
明
の
文
集
に
同
じ
語
句
が

見
だ
せ
る
。

空
同
子
、
刻
意
古
範
、
鑄
形
宿
鏌
、
而
獨
守
尺
寸
。（
空
同
子
、
意
を

古
範
に
刻
み
て
、
形
を
宿
鏌
に
鋳
て
独
り
尺
寸
を
守
る
。）

（「
與
李
空
同
論
詩
書
」『
大
復
集
（

）』）
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空
同
と
は
李
夢
陽
の
号
で
あ
る
。
何
景
明
が
李
夢
陽
の
詩
作
方
法
に
つ
い
て

述
べ
た
こ
の
箇
所
は
、
盛
唐
の
詩
を
模
範
と
す
る
、
李
夢
陽
の
主
張
を
端
的

に
表
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ま
た
何
景
明
は
同
文
の
後
半
部
で
、
優
れ
た

古
詩
を
た
だ
模
倣
す
る
こ
と
に
止
ま
る
当
時
の
作
詩
の
傾
向
を
批
判
的
に
述

べ
て
い
る
。

今
爲
詩
不
推
類
極
變
、
開
其
未
發
、
泯
其
擬
議
之
迹
、
以
成
神
聖
之
功
、

徒
叙
其
已
陳
、
修
飾
成
文
、
稍
離
舊
本
、
便
自
杌
揑
、
如
小
兒
倚
物
能

行
、
獨
趨
顚
仆
。
雖
由
此
即
曹
劉
、
即
阮
陸
、
即
李
杜
、
且
何
以
益
於

道
化
也
。
佛
有
筏
喩
。
言
舍
筏
則
達
岸
矣
、
達
岸
則
舍
筏
矣
。

（
今
、
詩
を
為つ
く

る
も
の
は
類
を
推
し
て
変
を
極
め
ず
、
其
の
未
発
を
開

き
、
其
の
擬
議
の
迹
を
泯け

し
、
以
て
神
聖
の
功
と
成
し
、
徒
い
た
ず
らに
其
の

已
に
陳
ぶ
る
を
叙
し
、
修
飾
し
て
文
を
成
し
、
稍や
や

旧
本
を
離
る
れ
ば
、

便す
な
わち
自
か
ら
杌
隉
た
り
て
、
小
児
の
物
に
倚よ

ら
ば
能
く
行
ふ
も
、
独
り

趨は
し

ら
ば
顛
仆
す
る
が
如
し
。
此
に
由
り
て
曹
劉
に
即つ

き
、
阮
陸
に
即
き
、

李
杜
に
即
く
と
い
え
ど
も
、
且
に
何
を
以
て
か
道
化
に
於
い
て
益
あ
ら

ん
や
。
仏
に
筏
の
喩
有
り
。
筏
を
舎す

つ
れ
ば
則
ち
岸
に
達
し
、
岸
に
達

す
れ
ば
則
ち
筏
を
舍
つ
る
と
言
う
な
り
。）

（「
與
李
空
同
論
詩
書
」『
大
復
集
』）

何
景
明
は
、「
こ
の
ご
ろ
の
詩
人
は
類
推
し
て
変
を
極
め
な
い
…
た
だ
已
に

述
べ
ら
れ
た
旧
作
に
や
や
修
飾
を
加
え
て
文
を
成
し
、
す
こ
し
で
も
そ
の
作

品
か
ら
離
れ
れ
ば
不
安
に
な
っ
て
、
ま
る
で
幼
い
子
供
が
物
に
依
ら
ず
に
走

る
と
す
ぐ
転
ん
で
し
ま
う
こ
と
の
よ
う
だ
」
と
述
べ
た
。
傍
線
部
の
筏
の
喩

は
、
湖
を
渡
る
た
め
に
使
っ
た
筏
が
い
く
ら
役
に
立
っ
た
と
い
っ
て
も
筏
を

捨
て
ず
に
そ
れ
を
背
負
っ
て
道
を
進
め
る
の
は
お
か
し
い
よ
う
に
、
目
的
を

果
た
す
た
め
に
有
効
に
使
っ
た
方
法
で
も
そ
の
目
的
を
果
た
し
た
後
は
果
敢

に
捨
て
て
次
の
段
階
に
臨
む
べ
き
こ
と
を
教
え
る
喩
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古

の
優
れ
た
詩
を
模
範
に
す
る
こ
と
を
方
法
と
し
て
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

に
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
警
戒
す
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
筏
の
喩
は
、『
梅
所
詩
稿
』
の
大
潮
の
序
に
も
「
余
に
謂

ひ
て
曰
く
、『
仏
に
、
筏
の
喩
へ
有
り
。
岸
に
達
す
れ
ば
則
ち
筏
を
捨
つ
る

な
り
と
言
う
。』」
と
出
て
お
り
、
大
潮
が
梅
所
か
ら
聞
い
た
言
葉
と
し
て
引

用
さ
れ
て
い
た
。
大
潮
自
身
が
何
景
明
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
こ
と
は
、

「
刻
意
古
範
、
鑄
形
宿
鏌
」
の
表
現
か
ら
類
推
で
き
る
が
、
筏
の
喩
に
及
ん

で
梅
所
も
や
は
り
何
景
明
の
文
章
を
読
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
筏
の
喩
は
そ
の
元
の
典
拠
を
仏
書
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

詩
論
を
説
く
際
に
用
い
て
い
る
点
に
お
い
て
何
景
明
の
文
章
を
参
照
し
た
蓋

然
性
は
高
い
と
言
え
る
。

李
夢
陽
と
と
も
に
古
文
辞
派
の
前
七
子
と
呼
ば
れ
た
何
景
明
の
詩
観
は
、

李
夢
陽
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
（

）、
古
の
詩
を
模
範
と
す
る
こ

20

と
を
有
効
な
方
法
と
捉
え
る
点
に
お
い
て
同
じ
方
向
性
を
も
っ
て
い
た
。
梅

所
の
詩
作
か
ら
、
唐
詩
へ
の
志
向
性
を
感
じ
取
っ
た
申
維
翰
は
、
そ
れ
が
中

国
明
代
の
李
夢
陽
・
李
攀
龍
ら
の
詩
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
し
て
評
価
し
た

が
、
李
夢
陽
と
と
も
に
古
文
辞
派
前
七
子
と
呼
ば
れ
た
何
景
明
の
文
章
を
梅

所
が
参
照
し
た
こ
と
か
ら
、
確
か
に
明
代
の
復
古
主
義
者
た
ち
の
影
響
を
彼

が
受
け
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

ま
と
め

以
上
、
享
保
四
年
の
朝
鮮
通
信
使
・
申
維
翰
が
、
唐
金
梅
所
の
詩
を
評
価

し
た
内
容
を
、
梅
所
の
実
作
と
と
も
に
考
察
し
た
。
考
察
の
結
果
、
梅
所
の

詩
が
、
唐
詩
の
詩
風
や
題
材
を
自
作
に
取
り
入
れ
て
い
る
点
や
、
梅
所
の
そ

の
よ
う
な
詩
を
、
申
維
翰
が
肯
定
的
に
捉
え
て
中
国
明
代
の
李
夢
陽
・
李
攀

龍
ら
、
い
わ
ば
古
文
辞
派
詩
人
た
ち
の
系
譜
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
る
点
、

ま
た
、
そ
の
こ
と
に
申
維
翰
自
身
が
李
攀
龍
の
詩
を
模
範
と
し
て
い
る
こ
と

や
梅
所
が
何
景
明
の
文
章
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
関
係
す
る
点
な
ど
を
確

認
し
た
。

享
保
四
年
は
、
日
本
に
お
け
る
古
文
辞
学
の
先
駆
者
と
知
ら
れ
る
荻
生
徂

徠
が
、
李
攀
龍
・
王
世
貞
の
著
作
を
入
手
し
て
か
ら
十
四
年
目
に
な
る
年
で

あ
り
（

）、
朝
鮮
で
「
古
文
辞
を
創
導
し
た
」
と
言
わ
れ
た
尹
根
壽

ユ
ン
・
グ
ン
ス

が
李
夢
陽
の

21
詩
選
集
『
崆こ
う

峒ど
う

詩し

』
を
刊
行
し
て
か
ら
百
三
十
九
年
が
経
っ
た
年
で
あ
る
（

）。
22

朝
鮮
と
日
本
は
、
中
国
の
漢
詩
壇
の
影
響
を
う
け
る
と
い
う
点
で
同
様
だ
が
、

地
理
的
・
文
化
的
な
違
い
か
ら
、
受
け
入
れ
る
時
期
や
様
相
が
変
わ
っ
て
く

る
。
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
時
に
な
さ
れ
る
、
日
朝
の
文
人
た
ち
の
漢
詩
交
流

は
、
そ
の
違
い
が
克
明
に
み
え
る
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今

回
の
調
査
で
は
、
日
朝
間
の
詩
壇
の
比
較
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
な
い
が
、

さ
ら
な
る
調
査
を
通
し
て
両
詩
壇
の
違
い
や
中
国
の
詩
壇
の
影
響
を
受
け
る

上
で
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注（1
）
冠
氏
は
白
石
の
梅
所
評
価
に
関
し
て
、
白
石
が
『
停
雲
集
』
の
後
編
に
梅

所
の
詩
を
収
録
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
す
る
。

（
2
）
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
が
あ
る
。
刊
本
、
二
巻
二
冊
、
半
紙
本
、

享
保
五
年
序
。

（
3
）
芳
洲
文
庫
本
が
あ
る
。
刊
本
、
半
紙
本
、『
廣
隆
問
槎
録
』
と
合
綴
さ
れ

て
い
る
。『
附
韓
人
文
』
は
、
享
保
度
の
朝
鮮
通
信
使
が
唐
金
梅
所
へ
送
っ

た
詩
文
を
収
録
し
て
い
る
。
中
に
は
、
申
維
翰
の
「
書
唖唐
金
氏
詩
巻
亜」
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（
二
十
二
丁
表
）
や
姜
栢
の
「
唐
金
詩
集
序
」（
二
十
四
丁
表
）
も
収
録
す
る

が
、
両
文
と
も
に
、『
梅
所
詩
稿
』
上
巻
の
梅
所
の
詩
句
を
一
部
引
用
し
て

い
る
。
よ
っ
て
、
同
文
は
、『
梅
所
詩
稿
』
上
巻
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
堀
川
氏
は
『
附
韓
人
文
』
を
、『
梅

所
詩
稿
』
上
下
巻
の
附
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る

（「
唐
金
梅
所
と
李
東
郭
」）。

（
4
）
こ
の
箇
所
以
外
の
主
要
な
違
い
と
し
て
は
、
版
本
（『
附
韓
人
文
』）
に
お

い
て
梅
所
の
詩
句
が
四
例
引
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
写
本
（『
唐
金
氏
宛
申

維
翰
詩
文
』）
で
は
五
例
引
用
さ
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
写
本
に
載
る
五

例
の
詩
句
は
、
版
本
に
載
る
四
例
の
詩
句
を
包
含
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お

い
て
、
写
本
が
版
本
よ
り
原
文
に
近
い
と
推
定
さ
れ
る
。

（
5
）
吉
川
幸
次
郎
氏
は
、『
元
明
詩
概
説
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
の
中

で
、
古
文
辞
運
動
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。「
古
代
的
な
強
烈
な
文
学
の

再
現
を
目
標
と
し
、
文
学
の
製
作
は
必
ず
古
典
を
典
型
と
す
べ
き
こ
と
、
典

型
と
古
典
は
最
も
中
心
的
な
も
の
に
限
ら
る
べ
き
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
散

文
は
「
史
記
」
を
中
心
と
す
る
西
紀
前
「
秦
漢
」
の
文
章
、
詩
は
杜
甫
を
中

心
と
す
る
八
世
紀
「
盛
唐
」
の
詩
、
あ
る
い
は
副
次
的
に
は
西
紀
直
後
の

「
漢
魏
」
の
詩
、
そ
れ
の
み
を
排
他
的
に
典
型
と
し
て
祖
述
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
過
去
の
文
学
は
邪
道
と
し
て
排
撃
す
べ
き
こ
と
、
こ
と
に
宋
人

の
詩
文
は
唾
棄
す
べ
き
こ
と
、
更
に
ま
た
制
作
の
方
法
と
し
て
は
、
か
く
排

他
的
に
選
ば
れ
た
典
型
と
自
己
と
の
、
完
全
な
合
致
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
合

致
は
、
用
語
、
措
辞
ば
か
り
で
な
く
、
内
容
と
な
る
感
情
の
形
態
に
お
い
て

も
そ
う
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
そ
れ
ら
を
主
張
と
す
る
。」

（
6
）
「
北
地
」「
歴
下
」
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
朝
鮮
の
文
人
の
許ホ

筠ギ
ュ
ン

（
一
五
六
九
〜
一
六
一
八
）
の
「
明
四
家
詩
選
序
」
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
用

例
が
あ
る
。

明
人
作
詩
者
。
輒
曰
吾
盛
唐
也
。
吾
李
杜
也
。
吾
六
朝
也
。
吾
漢
魏
也
。

自
相
標
榜
。
皆
以
爲
可
主
文
盟
。
以
余
觀
之
。
或
剽
其
語
。
或
襲
其
意
。

俱
不
免
屋
下
架
屋
。
而
誇
以
自
大
。
其
不
幾
於
夜
郞
王
耶
。
弘
正
之
間
。

光
嶽
氣
全
。
俊
民
蔚
興
。
時
則
北
地
李
夢
陽

立
幟
。
信
陽
何
景
明

嗣
筏
。
鏗
鏘
炳
烺
。
殆
與
李
唐
之
盛
。
爭
其
銖
累
。
詎
不
韙
哉
。
流
風

相
尙
。
天
下
靡
然
。
遂
有
體
無
完
膚
之
誚
。
是
模
擬
者
之
過
也
。
奚
病

於
作
者
。
歷
下
生
李
攀
龍

以
卓
犖
踔
厲
之
才
。
鵲
起
而
振
之
。
吳
郡

王
世
貞
遂
繼
以
代
興
。
岳
峙
中
原
。
傲
倪
千
古
。
直
與
漢
兩
司
馬
爭

衡
於
百
代
之
下
。
吁
亦
异
哉
。
之
四
鉅
公
。
實
天
畀
之
以
才
。
使
鳴
我

明
之
盛
。
其
所
制
作
。
具
參
造
化
。
足
以
耀
後
來
而
軼
前
人
。
夫
豈
與

標
榜
竊
襲
者
。
幷
指
而
枚
屈
哉
。（
下
略
）

（「
明
四
家
詩
選
序
」『
惺
所
覆
瓿
稿
』
卷
之
四
）
※
『
韓
國
文
集
叢
刊
』
第
七
十
四

（
7
）
「
琅
邪
」
に
関
し
て
は
、
中
国
明
末
清
初
の
文
人
・
銭
謙
益
（
一
五
八
二

〜
一
六
六
四
）
の
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
に
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

萬
曆
間
、
琅
琊
二
美
、
同
仕
南
都
、
爲
敬
美
太
常
官
屬
。

（「
湯
遂
昌
顕
祖
」『
列
朝
詩
集
小
伝
』）
※
『
中
国
文
学
参
考
資
料
小
叢
書
』
二

「
二
美
」
と
は
、
王
世
貞
（
字
・
元
美
）
と
王
世
貞
の
弟
で
あ
る
王
世
懋

（
字
・
敬
美
）
と
の
併
称
で
あ
る
。

（
8
）
陳
安
の
勇
敢
な
戦
い
ぶ
り
は
楽
府
「
隴
上
歌
」
に
よ
っ
て
讃
え
ら
れ
て
い

る
。

（
9
）
「
金
茎
」
に
関
し
て
は
杜
甫
の
詩
句
「
蓬
萊
宮
闕
對
南
山
、
承
露
金
莖
霄

漢
間
（
蓬
莱
の
宮
闕
南
山
に
対
し
、
承
露
の
金
茎
霄
漢
の
間
）」（「
秋
興
」

第
五
）
も
当
然
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
杜
甫
の
詩
句
に
お
け

る
「
金
茎
」
は
宮
殿
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
形
象
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ

る
だ
け
で
あ
り
、
臣
下
に
与
え
る
と
い
う
発
想
に
は
、
李
商
隠
の
「
漢
宮

詞
」
の
関
与
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
「
金
茎
」
が
含
ま
れ
た
李
攀
龍
の
詩
に
は
、「
葉
舍
人
」・「
柬
元
美
」・「
元

10
日
早
朝
」・「
答
宗
考
功
齋
居
見
贈
」・「
徐
子
與
席
懐
梁
公
實
」・「
郡
閣
懷
王

徐
二
比
部
」・「
荅
元
美
病
中
見
寄
幷
示
吳
舍
人
」・「
得
元
美
兄
弟
書
」・「
皇

太
子
冊
立
入
賀
」・「
仲
鳴
蒲
桃
」・「
少
年
行
」（
第
二
首
）
な
ど
が
あ
る
。
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（

）
二
難
は
二
つ
の
得
難
い
も
の
。
賢
い
君
主
と
よ
い
賓
客
。
こ
こ
で
は
「
よ

11
い
主
人
と
よ
い
客
」
の
意
か
。

（

）
金
刹
は
、
僧
寺
（
寺
）
の
意
。

12
（

）
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
二
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

13
（

）
彭ほ

う

蠡れ
い

は
湖
の
名
。
今
の
江
西
の
鄱は

陽よ
う

湖
。

14
（

）
元
劉
は
、
元げ

ん

稹し
ん

（
七
七
九
〜
八
三
一
）
と
劉

り
ゅ
う

禹う

錫し
ゃ
く

（
七
七
二
〜
八
四

15
二
）。

（

）
水
草
の
名
。
お
ぎ
と
、
あ
し
。

16
（

）
川
の
名
。
陝
西
省
を
東
流
し
、
潼
関
県
で
黄
河
に
そ
そ
ぐ
。
黄
河
最
大
の

17
支
流
。

（

）
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

18
（

）
『
影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
第
一
二
六
七
冊
）
に
よ
る
。

19
（

）
李
夢
陽
と
何
景
明
の
詩
観
の
違
い
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
中
村
嘉
弘
氏

20
の
「
古
文
辞
派
と
公
安
派
―
摸
擬
と
創
造
」（『
中
国
の
文
学
論
』、
汲
古
書

院
、
一
九
八
七
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（

）
『
江
戸
詩
歌
論
』（
揖
斐
高
著
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
十
八
頁

21
（

）
『
崆こ

う

峒ど
う

詩し

』
は
一
五
八
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
金
愚
政
氏
「
宣
祖
年
間
の

22
文
風
の
変
化
と
壽
序
」（『
東
方
漢
文
学
』
四
十
七
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ

る
。

（
か
ん
・
そ
ん
く
っ
く

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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